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なかったが，経産において分娩時間の遷延がみられた。 
7. 産科手術の統計
大川玲子(千大)
昭和49年一昭和51年の 3年聞に行なわれた妊娠時の手
術は，頚管縫縮術の23例を筆頭に筋腫核手術，卵巣摘除
術など， 68例であった。帝切は， 133例で， 総分娩数の 
7.4%にあたる。その適応は， CPDが最も多く，次いで
骨盤位，前回帝切であった。また既往帝切分娩は， 2年
間で43例， 3.7%であり，分娩様式は， 帝切 40%，吸引
鮒子分娩30%，自然分娩30%であった。吸引分娩は， 3 
年聞に124例7.5%で、行われた。 
8. 予定日超過の統計
小林豆(千大)
昭和50，51年 2年間の全分娩数1157例の中，内補正を
加えた予定日超過例35例について，自然陣発例と誘発例
に分けて，正常産をコントローノレとして，分娩時間，分
娩形式，児体重，アプガー/レスコアー，子宮口聞大度等
について比較検討した。 
9. 未熟児の統計
大川玲子(千大)
昭和49年，..51年の 3年間における未熟児出生数は， 
105例 (5.9%)を数えた。在胎期間別では，妊娠38週未
満， 43.8%，43週以降， 1.0%であり生下時体重は， 
1500g以下6.7%，2000g以下25.7%，2500g以下67.6
%であった。原因と思われる要因は， 早産， 妊娠中毒
症，前置胎盤，双胎，その他の順で多かった。周産期死
亡数(率)は， 41例 (390)であり，死因の明らかなもの
として，呼吸障害，中毒症，次いで，胎児新生児低酸素
症等があげられた。 
10.子宮悪性腫療の統計
伊沢美彦(千大)
子宮癌と診断され，この治療目的にて当科に入院した
患者は， 49年より 51年まで 3年間で， 218人であり，こ
れに対して統計的考察を行い，①頚癌では， llb期のも
のが， lla期のものに比し多数である。②頚癌患者の年
齢構成は， 40歳前半にピークがある。③CISの検出に
は，集団検診の徹底以外lこない。④体癌は，全子宮癌の 
7%であり，他の報告をやや上回っていた。 
11.子宮筋腫の統計
久保田浩一(千大)
昭和49，..51年度の婦人科入院患者数872例中，子宮筋
腫患者数は234例 (28.8%)を数え， 婦人科疾患の代表
的疾患となっている。今回は筋腫患者の平均年齢，及
び，主訴，部位別，大きさ別による主訴，大きさ，部位
別による平均年齢，初潮時期と月経量とその持続日数，
及び，閉経率について統計的考察を加え，昭和51年度に
おける手術術式別患者数とその平均年齢をかかげた。ま
た，今後の課題として，手術術式別による予後と手術術
式適応の決定をあげた。 
12.不妊外来の統計
前川岩夫(千大)
①不妊患者数は年間245，.419人， 新患総数の平均 6.6
%，②原発:続発不妊の比は 2: 1と一定，@不妊原因
として，内分泌，原因不明群がそれぞれ29%と高率であ
り，以下，男性因子，卵管因子が16%，子宮因子10%で
あった。④妊娠率は平均 10.8%であり(原発:続発= 
1 : 2)，内分泌因子群 36.6%，原因不明群 32.1%と高
率を示した。 
13.繊毛性腫療の統計
遠藤信夫，加藤孝子(千大)
過去 3年間の当科紋腫外来受診者数は435名，延べ6232
名であった。入院患者は胞状奇胎 36名， 破壊性奇胎 16
名，紋毛上皮腫 9名および区分不明38名であった。
当科にてフォローアップした胞状奇胎 403例につき，
尿中 HCG値の推移，在胎週数，lレテイン嚢胞の有無，
奇胎後の妊娠等を治療群と非治療群にわけ比較検討し
た。また入院治療症例につき，その治療法，予後等を検
討した。 
14. p:，壬婦ドックについて
柴田陪三，片山純男(船橋中央)
妊娠中毒症を発症したものについて，検討したとこ
ろ，その背景に既往の腎疾患とか，前回妊娠時の妊娠中
毒症とか，潜在する糖尿病あるいは肥満とか，諸々の疾
病がうかがわれることが多いため，我々は，主に妊娠中
期に，腎機能検査を中心として、 6日間の入院で『妊婦
ドック』を行っている。今回，昭和50年より 52年 9月ま
での入院， 70余例につき，その成績及び変遷につき検討
したので報告する。
